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10月6日、第２回商工祭～秋の陣～がふれあいセンターなんとうで開催されました。 
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広報 

南
伊
勢
町
議
会
開
催 

　
平
成
１９
年
第
３
回
南
伊
勢
町
議
会
（
定
例
会
）
が
９
月
１１
日
か
ら

１９
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
議
案
２０
件
上
程
さ
れ
、
内
１８
件
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
総
務
財
政
常
任
委
員
会
へ
付

託
さ
れ
ま
し
た
。 

可
決
さ
れ
た
議
案 

●  

南
伊
勢
町
情
報
公
開
条
例
の
一 

   

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
期
間
を
県
下
の
他

市
町
と
統
一
す
る
た
め
、
平
成

１９

年
１０
月
１
日
に
任
命
す
る
委
員
の

任
期
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
る
。

●  

南
伊
勢
町
個
人
情
報
保
護
条
例  

   

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ 

   

い
て 

　
委
員
の
任
期
期
間
を
県
下
の
他

市
町
と
統
一
す
る
た
め
、
平
成

１９

年
１０
月
１
日
に
任
命
す
る
委
員
の

任
期
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
る
。

  

● 

南
伊
勢
町
へ
き
地
診
療
所
条 

    

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

    

に
つ
い
て 

　
　
へ
き
地
診
療
所
の
管
理
に
つ

　
い
て
、
適
切
な
対
応
を
す
る
た

　
め
に
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

　
で
あ
る
。

   

● 

町
営
土
地
改
良
事
業
計
画
変 

　 

更
に
つ
い
て 

　
１
、
事
業
名
　
　

　
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
　

　
南
島
地
区
農
業
用
排
水
路
整
備

　
・
農
地
防
災
工
事

２
、
工
事
費
　
　

　
農
業
用
排
水
路
　

　
　
変
更
前
　

　
　
１
２
４
、８
０
０
、０
０
０
円

　
　
変
更
後

　
　
　
５
２
、７
０
６
、０
０
０
円

　
農
地
防
災
　
　
　

　
　
変
更
前
　

　
　
１
６
４
、３
０
０
、０
０
０
円

　
　
変
更
後
　

　
　
１
４
２
、２
３
２
、０
０
０
円

３
、
施
行
場
所
　
農
業
用
排
水
路

　
　
村
山
・
道
方
・
大
江
地
内

　
　
農
地
防
災
　
道
行
竈
地
内

４
、
施
行
事
業
種
類
及
び
事
業
量

　
農
業
用
排
水
路
　

　
　
変
更
前
　

　
　
Ｌ
＝
１
、５
１
０
、０
ｍ

　
　
変
更
後
　

　
　
Ｌ
＝
１
、１
２
８
、５
ｍ

　
農
地
防
災
　
　
　

　
　
変
更
前
　
３
ヶ
所

　
　
変
更
後
　
３
ヶ
所

　
事
業
量
の
変
更
が
生
じ
、
議
会

の
議
決
が
必
要
な
た
め
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会 

   

計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
千
５
７

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７９

億
４
千
７
３
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健 

   

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算 

   

（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
千
２
７

４
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２６
億
８
千
３
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
） 

   

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
千
８
２
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１６
億
１

千
９
８
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

　
（
第
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
９
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
１
千

４
９
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
２
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
３
８
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１２
億
８
千

１
１
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
戸
別
合

　
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

　
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
の
組

替
え
の
た
め
の
補
正
で
す
。

● 

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
病
院
事

　
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

　
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
１
千
９
７

４
万
円
減
額
し
、
病
院
事
業
収
益

９
億
３
千
８
８
５
万
円
、
病
院
事

業
費
用
９
億
３
千
８
８
５
万
円
と

し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
上
水
道

　
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
） 

　
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
は
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
１
千
６
０

０
万
円
減
額
し
、
水
道
事
業
収
益

２
億
３
千
７
８
４
万
円
、
水
道
事

業
費
用
２
億
３
千
３
４
２
万
円
と

し
ま
し
た
。

●  

平
成
１９
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
４
７
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７９
億
５
千

１
８
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

● 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い 

　
て 

　
契
約
の
目
的

　
　
平
成

１９
年
度
　

       

南
伊
勢
町
保
育
所(

仮
称
︶

       

宿
田
曽
園
建
築
工
事

　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
金
額

　
　
１
０
９
、２
０
０
、０
０
０
円

　
　(

内
消
費
税
相
当
額

　
　
　
　
５
、２
０
０
、０
０
０
円)

　
契
約
の
相
手
先

　
　
三
重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町

　
　
五
ヶ
所
浦
３
８
４
５
番
地
２

　
　
有
限
会
社 

南
工
務
店
　
　

　
　
代
表
取
締
役
　
久
納 

真
司
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平成19年 11月 

　
地
方
自
治
法
第

９６
条
第
１
項
第

５
号
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
。

●  

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

 

　
契
約
の
目
的

　
　
平
成

１９
年
度 

第
１９-

１-

６
号

　   

南
伊
勢
町
特
定
環
境
保
全
公

　
　
共
下
水
道
事
業

　   

︵
五
ヶ
所
・
切
原
・
飯
満
地
区
︶

　    

管
路
施
設
工
事
そ
の
２
　

　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
金
額

　
　
　
６
５
、６
２
５
、０
０
０
円

　
　
　︵
内
消
費
税
相
当
額
　

　
　
　
　
３
、１
２
５
、０
０
０
円
︶

　
契
約
の
相
手
方

　
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
切
原
４
７

　
　
５
番
地

　
　
株
式
会
社
　
四
方
谷
土
木

　
　
代
表
取
締
役  

四
方
谷  

正
義

　
地
方
自
治
法
第

９６
条
第
１
項
第

５
号
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
。

● 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
契
約
の
目
的

　
　
平
成

１８
年
度
　
第

１８-

１３
号

　
　
神
前
浦
地
区
漁
業
集
落
環
境

　
　
整
備
事
業
排
水
処
理
施
設

　
　
︵
土
木
︶
工
事

　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
金
額

　
　
　
５
３
、５
５
０
、０
０
０
円

　
　
　︵
内
消
費
税
相
当
額

　
　
　
　
２
、５
５
０
、０
０
０
円
︶

　
契
約
の
相
手
方

　
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
村
山
１
１

　
　
１
１
番
地
１

　
　
稲
葉
建
設
　
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役  

稲
葉  

ヤ
ヘ
子

　
地
方
自
治
法
第

９６
条
第
１
項
第

５
号
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
。

● 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
契
約
の
目
的

　
　
平
成

１９
年
度  

第
１９-

３-

２
号

　
　
礫
浦
漁
港
︵
礫
浦
地
区
︶

　
　
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
　

　
　
管
路
施
設
工
事
そ
の
１

　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
金
額

　
　
　
６
３
、０
０
０
、０
０
０
円

　
　
　︵
内
消
費
税
相
当
額
　

　
　
　
　
３
、０
０
０
、０
０
０
円
︶

　
契
約
の
相
手
方

　
　
度
会
郡
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦

　
　
１
０
６
９
番
地

　
　
南
和
建
設
　
株
式
会
社

　
　
代
表
取
締
役
　
小
谷
　
幸
久

　
地
方
自
治
法
第

９６
条
第
１
項
第

５
号
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
。

● 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
契
約
の
目
的

　    

平
成

１９
年
度
　
南
伊
勢
町
特

　
　
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

　
　
業︵
五
ヶ
所
・
切
原
・
飯
満
地
区
︶

　    

処
理
場
電
気
設
備
工
事

　
契
約
の
方
法

　
　
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
金
額

　
　
１
７
７
、７
６
５
、０
０
０
円

　
　
　︵
内
消
費
税
相
当
額

　
　
　
　
８
、４
６
５
、０
０
０
円
︶

　
契
約
の
相
手
方

　
　
四
日
市
市
諏
訪
栄
町
１
番

１２

　
　

号

　
　
富
士
電
機
水
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ︵
株
︶

　
　  

三
重
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
所
長
　
脇
出 

信
児

　
地
方
自
治
法
第

９６
条
第
１
項
第

５
号
に
よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要

な
た
め
。

　
委
員
会
付
託
議
案 

●  

南
伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
な
ん
と
う
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

　
公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
の
議
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
。

● 

南
伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
な
ん
と
う
多
目
的
ホ
ー
ル
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て 

　
公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
の
議
案
を
提
出
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
認
定

● 

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会

　
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

　
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
住
宅
新

　
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て 

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
福
祉
資

　
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
老
人
保

　
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

　
定
に
つ
い
て

● 

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

　
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　
算
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
下
水
道

　
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　
認
定
に
つ
い
て

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
戸
別
合

　
併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て 

●  

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
病
院
事

　
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

● 

平
成

１８
年
度
南
伊
勢
町
上
水
道

　
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
決
算
特
別
委
員
会
に
決
算
認
定

１１
件
は
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
す
。 

　
同
意 

● 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　
い
て

　
　
　
　
加
藤
　
節
雄

　
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
。

　
請
願

● 

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　
の
存
続
と
負
担
率
２
分
の
１
へ

　
の
復
元
﹂
を
求
め
る
請
願
書

●  

﹁
３０
人
学
級
を
柱
に
し
た
義
務

　
教
育
諸
学
校
及
び
高
等
学
校
次

　
期
定
数
改
善
計
画
の
策
定
、
教

　
育
予
算
拡
充
﹂
を
求
め
る
請
願

　
書

●  

﹁
﹃
学
校
安
全
法
﹄︵
仮
称
︶
の
制

　
定
を
は
じ
め
と
す
る
総
合
的
な

　
学
校
の
安
全
対
策
﹂
を
求
め
る

　
請
願
書

　
発
議

● 

道
路
財
源
の
確
保
と
地
方
へ
の

　
配
分
強
化
を
求
め
る
意
見
書

● 

﹁
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　
の
存
続
と
、
負
担
率
２
分
の
１

　
へ
の
復
元
﹂
を
求
め
る
意
見
書

● 

﹁
３０
人
学
級
を
柱
に
し
た
義
務

　
教
育
諸
学
校
お
よ
び
高
等
学
校

　
次
期
定
数
改
善
計
画
の
策
定
、

　
教
育
予
算
拡
充
﹂
を
求
め
る
意

　
見
書

●  

﹁
﹃
学
校
安
全
法
﹄︵
仮
称
︶
の
制

　
定
を
は
じ
め
と
す
る
総
合
的
な

　
学
校
の
安
全
対
策
﹂
を
求
め
る

　
意
見
書

◇
議
員
派
遣
の
件

◇
閉
会
中
の
継
続
調
査
に
つ
い
て
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あ
な
た
や
あ
な
た
と
生
計
を

一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親

族
の
た
め
に
平
成
１９
年
中
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
あ
る
場
合
は
、

次
の
計
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
を
所
得
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

              

医
療
費
控
除
を 

　
受
け
ら
れ
る
方
へ
！ １．医療費控除の対象となる医療費 

　病状などに応じて一般に支出される水準を著しく越えない部分の金額が対象となります。 （※１） 

　　 医療費控除の対象  

 ○　医師、歯科医師による
　 診療や治療の対価  
 ○　治療のためのあんま、マ 
 　ッサ−ジ・指圧師、はり師
　 きゅう師、柔道整復師など 
　 による施術の対価  
 ○　助産師による分べんの  
　 介助の対価  

○　保健師や看護師、準看 
　  護師による療養上の世
　  話の対価  

 ○　治療や療養に必要な 医
     薬品の購入の対価  
  

 ○　病院、診療所又は助産所
    などへ収容されるための
    人的役務の提供の対価

          控除の対象に含まれるもの

 ○　医師等による診療等を受けるため
 　に直接必要な次のような費用   
　・ 通院費   
　・ 医師等の送迎費   
　・ 入院の対価として支払う部屋代や 
　  食事代   
　・ 医療用器具の購入や賃借のための
      費用   
　・ 義手、義足、松葉づえ、補聴器、   
　   義歯等の購入の費用   
　・ 身体障害者福祉法などの規定によ
　   り、都道府県や市町に納付する費用
　　のうち、医師などの診療費用に当た
　　るもの   
　・ ６ｹ月以上の寝たきりの人のおむつ
　   代で、その人の治療をしている医師 
　   が発行した証明書（「おむつ使用証 
　   明書」）のあるもの　(※２）   
 ○　介護保険制度の下で提供される一
       定の施設・居宅サ−ビスの対価（※3）

　　左記以外の者で療養上の世話を受
       けるために特に依頼したものから
       受ける療養上の世話の対価   

    控除の対象に含まれないもの 

 ○　容姿を美化し、容ぼうを変え
　  るなどの目的で行った整形手
　  術の費用 
 ○　原則として健康診断の費用
 ○　自家用車で通院する場合の
　  ガソリン代や駐車料金 
 ○　治療を受けるために直接必
　  要としない、近視、遠視のため
      の眼鏡や補聴器等の購入の費
      用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ○　親族に支払う療養上の世話
     の対価 
 

 ○　疾病の予防又は健康増進の
    ために供されるものの購入の
    費用 

※１　医療費は、平成19年中に実際に支払ったものに限って控除の対象となります。未払となって

　　いる医療費は、実際に支払った年の医療費控除の対象となります。        

※２　おむつ代について医療費控除を受けることが２年目以降で、介護保険法の要介護認定を受け

　　ている一定の人は､市町長等が交付するおむつ使用の確認書等を「おむつ使用証明書」に代える

　　ことができます。

　　　なお、この「おむつ使用証明書」とおむつ代の領収書は確定申告書に添付するか、確定申告

　　書の提出の際に提示する必要があります。        

※３　介護保険制度の下で提供される施設・居宅サービスの対価        

（平成19年中に支払った医療費の総額− 保険金

　などで補てんされる金額）−｛10万円（所得合計

　額が200万円までの方は合計額の５％） } 

　＝ 医療費控除額（最高200万円） 
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平成19年 11月 

【施設サービスの対価】 

医療費控除の対象となる居宅
サ−ビス  
  
  
  
  
上記の居宅サ−ビスと併せて
利用する場合のみ医療費控除
の対象となるもの  
  
  

医療費控除の対象外となる介護
保険の居宅サ−ビス

○ 訪問看護 　　　　　
○ 訪問リハビリテ−ション    
○ 居宅療養管理指導    　　　   
○ 通所リハビリテ−ション     
○ 短期入所療養介護                 

○ 訪問介護（生活援助（調理、洗濯、掃除等
　 の家事の援助）中心型を除きます。）
○ 夜間対応型訪問介護   

○ 通所介護     
○ 認知症対応型通所介護    
○ 小規模多機能型居宅介護

○ 短期入所生活介護    

○ 認知症対応型共同生活介護 

○ 特定施設入居者生活介護     
○地域密着型特定施設入居者生活介護

○ 福祉用具貸与    

【居宅サ－ビスの対価等】 

○ 介護予防訪問看護
○ 介護予防訪問リハビリテ−ション
○ 介護予防居宅療養管理指導
○ 介護予防通所リハビリテ−ション
○ 介護予防短期入所療養介護

○ 介護予防訪問介護
○ 訪問入浴介護
○ 介護予防訪問入浴介護

○ 介護予防小規模多機能型居宅介護
○ 介護予防認知症対応型通所介護
○ 介護予防通所介護

○ 介護予防短期入所生活介護

○ 介護予防特定施設入居者生活介護

○ 介護予防福祉用具貸与 

居宅サ−ビスの種類区　　　分

指定介護老人福祉施設  

地域密着型介護老人福祉施設

介護老人保健施設  

指定介護療養型医療施設

医療費控除の対象とならないもの施　設　名 医療費控除の対象となるもの

　施設サ−ビスの対価（介護費、食費及び 居住費）と
して支払った額の２分の１に相当する金額

施設サ−ビスの対価（介護費、食費及び居住費）として支払った額

　　　　　　　　　　　同　上

①日常生活費
②特別なサ−ビス費用

　　　　　　同　上

　　　　　　同　上 

２
、
保
険
金
な
ど
で
補
て

　
ん
さ
れ
る
金
額 
    

　
次
の
よ
う
な
も
の
は
、
支
払
っ

た
医
療
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。 

⑴
　
社
会
保
険
や
共
済
に
関
す
る

法
律
や
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に

基
づ
き
医
療
費
の
支
払
の
事
由
を

給
付
原
因
と
し
て
支
給
を
受
け
る

給
付
金 

       

　
例
え
ば
、
健
康
保
険
法
の
規
定

に
よ
り
支
給
を
受
け
る
療
養
費
や

出
産
育
児
一
時
金
、
家
族
出
産
育

児
一
時
金
、
家
族
療
養
費
、
高
額

療
養
費
な
ど 

       

⑵
　
損
害
保
険
契
約
や
生
命
保
険

契
約
に
基
づ
き
医
療
費
の
補
て
ん

を
目
的
と
し
て
支
払
を
受
け
る
傷

害
費
用
保
険
金
や
医
療
保
険
金
、

入
院
費
給
付
金
な
ど 

⑶
　
医
療
費
の
補
て
ん
を
目
的
と

し
て
支
払
を
受
け
る
損
害
賠
償
金 

⑷
　
任
意
の
互
助
組
織
か
ら
医
療

費
の
補
て
ん
を
目
的
と
し
て
支
払

を
受
け
る
給
付
金 

       

※
　
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
は
、
そ
の
給
付
の
目
的
と

な
っ
た
医
療
費
の
金
額
を
限
度
と

し
て
差
し
引
き
ま
す
の
で
、
引
き

き
れ
な
い
金
額
が
生
じ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
他
の
医
療
費
か
ら
は
差

し
引
き
ま
せ
ん
。

※
　
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
が
確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
と
き
ま
で
に
確
定
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
見
込
額
を
支
払
っ
た
医
療

費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。 

       
　
後
日
、
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
を

受
取
っ
た
と
き
に
、
そ
の
額
が
見

込
額
と
異
な
る
場
合
に
は
、
修
正

申
告
︵
見
込
額
よ
り
受
領
額
の
方

が
多
い
場
合
︶
又
は
更
正
の
請
求

︵
見
込
額
よ
り
受
領
額
の
方
が
少

な
い
場
合
︶
の
手
続
き
に
よ
り
訂

正
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

       

◎
　
ご
注
意 

       

　
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

医
療
費
の
領
収
書
等
を
確
定
申
告

書
に
添
付
す
る
か
、
確
定
申
告
書

の
提
出
の
際
に
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

       

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
下
で

提
供
さ
れ
る
一
定
の
施
設
・
居
宅

サ
ー
ビ
ス
の
対
価
に
つ
い
て
、
こ

の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
指
定

さ
れ
た
︵
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

料
領
収
書
・
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
等
利
用
料
等
領
収
証
︶
領
収

書
を
添
付
す
る
か
、
申
告
書
の
提

出
の
際
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
な
お
、
健
康
保
険
組
合
等
が
発

行
す
る
、﹁
医
療
費
の
お
知
ら
せ
﹂

は
、
﹁
領
収
書
等
﹂
に
は
当
た
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
も
し
、
医
療
費
の
支
払
先
が
多

い
場
合
や
支
払
っ
た
医
療
費
の
額

が
高
額
な
場
合
に
は
﹁
医
療
費
の 

明
細
書
﹂
も
添
付
す
る
か
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。 

       

※
　
後
日
、
医
療
費
の
領
収
書
等

が
必
要
と
な
る
方
は
、
申
告
書
に

添
付
せ
ず
に
、
申
告
書
を
提
出
す

る
際
に
提
示
︵
申
告
書
を
送
付
な

ど
に
よ
り
提
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、

医
療
費
の
領
収
書
等
の
返
戻
を
希

望
す
る
旨
の
書
面
及
び
切
手
と
返

信
用
封
筒
を
同
封
︶
し
て
く
だ
さ

い
。 

       

        

○
　
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら 

       

役
場
　
税
務
課 

      

　
☎
０
５
９
９︵
６
６
︶１
１
１
２ 

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門 

�

　
☎
０
５
９
６︵
２
８
︶３
１
９
１ 

  

　
︿
内
線
　
４
７
﹀
ま
で 

   

　国税、県税、町税に対す
る理解を一層深めてもらう
とともに、税務行政に対す
るご理解、納税意識の高揚
を図ることを目的としてい
ます。  
　なお、国税庁ホ－ムペ－ジ 
（http：//www.nta.go.jp）
に「税を考える週間」の特 
集ペ－ジを開設しています。 

平成19年 
11月11日（日）から17日（土）は 

「税を考える週間」 
　　　　　　　　　です 
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会
社
を
離
職
さ
れ
た
方
の 

　
国
民
年
金
の
手
続
き
に
つ
い
て
！！ 

加
入
手
続
き

★
　
国
民
年
金
制
度
は
、
２０
歳
か

ら
６０
歳
ま
で
の
全
て
の
方
が
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
、
み
ん
な
で

支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３

種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
第
１
号
被
保
険
者
⋯
自
営
業
者
、

農
林
漁
業
者
や
会
社
を
離
職
さ
れ

た
方
な
ど
と
そ
の
配
偶
者

○
第
２
号
被
保
険
者
⋯
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

︵
会
社
員
、
公
務
員
な
ど)

○
第
３
号
被
保
険
者
⋯
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
︵
年
収
１
３
０
万
円
未
満)

　
大
半
の
方
は
、
会
社
に
勤
め
て

い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険
の
適

用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会
社
を

退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
、
﹁
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
︵
第
１
号
被
保
険

者
該
当
︶
届
﹂
に
年
金
手
帳
を
添

え
て
、
住
民
票
の
あ
る
市
町
役
場

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

(

注)

　
こ
れ
ま
で
第
３
号
被
保
険

者
で
あ
っ
た
配
偶
者
に
つ
い
て
も

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
記
と
同
様
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
を
離

職
し
た
と
き
や
６５
歳
に
な
っ
た
と
き

○
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
と
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の
被

扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と

き離
職(

失
業)

に
よ
る
保
険
料

免
除
を
ご
存
知
で
す
か
？
　

★
　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制

度
は
、
全
額
ま
た
は
一
部
︵
４
分

の
１
納
付
、
半
額
の
納
付
、
４
分

の
３
納
付
︶
の
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
免
除
の
承
認
は
、
被
保

険
者
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
を
基
準
に
決
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
失

業
等
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
い
場

合
は
、
特
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
手

帳
・
印
鑑
お
よ
び
失
業
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
等
ご
持
参
の
う
え
、

住
民
票
の
あ
る
市
町
役
場
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
　

★ 

免
除
が
認
め
ら
れ
る
期
間
は
、

平
成
１９
年
７
月
か
ら
２０
年
６
月
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
将
来
年
金
額
を
計
算
す

る
際
に
一
定
の
割
合
で
、
算
入
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
多
段
階
免
除
が
承
認
に
な
っ
た

場
合
、
残
り
の
一
部
保
険
料
を
納

付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の

金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

も
し
も
の
時
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

納
め
た
保
険
料
分
は
税
金
の

負
担
が
軽
減
し
ま
す

　
納
め
た
保
険
料
は
︻
社
会
保
険

料
控
除
︼
と
し
て
全
額
控
除
の
対

象
と
な
り
、
税
金
が
安
く
な
り
ま

す
。

※
被
保
険
者
︵
ご
本
人
︶
の
代
わ

り
に
、
納
付
義
務
者
︵
配
偶
者
・

世
帯
主
︶
が
納
付
し
た
場
合
は
、

納
付
義
務
者
が
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

多段階納付のしくみ ■
　例えば、4分の１納付の場合、通常保険料の25％の保険料を納めると、納めた期間は50％の年金が 
支給されます。 

学
生
特
例
・
納
付
猶
予 

1ヶ月の納付額　なし　　　 　なし　　　　 3,530 円　　7,050 円　　10,580 円　 14,100 円 

受給額の割合 
6分の6 

 

6分の5 

 

6分の4 

 

6分の3 

 

6分の2 

 

6分の1

（50％の受け取り） 

半
額
納
付 

全
額
納
付 

３
／
４
納
付 1／4納付 

全
額
免
除 

納める年金の1／3は、国が負担しています（国庫負担金） 

年金 
通信 
年金 
通信 
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町
立
病
院
か
ら
こ
ん
に
ち
は
！ 

●
「
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
南
伊
勢
」
に
つ
い
て
の
ご
案
内（
第
２
報
） 

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
前

回
﹁
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ン
南
伊
勢
﹂
開
催
の
ご
案
内
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
今
回
、
第

２
報
と
し
て
さ
ら
に
詳
細
に
つ

い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
方
に
、
病
気
の
こ

と
、
健
康
の
こ
と
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
の
病
院
を
身
近
な
も
の
と
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。

願
わ
く
ば
、
南
伊
勢
町
の
医
療

と
い
う
も
の
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
、
よ
り
よ
い
地
域
医
療

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
南
伊

勢
町
の
医
療
や
介
護
の
現
状
、

ひ
い
て
は
日
本
の
医
療
・
介
護

の
現
状
に
つ
い
て
も
思
い
を
め

ぐ
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
現
在
、﹁
適
切
な
地

域
医
療
﹂
を
目
指
し
て
、
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、﹁
適
切

な
地
域
医
療
﹂
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

医
療
機
関
の
先
生
方
や
介
護
施

設
と
の
連
携
、
さ
ら
に
行
政
と

の
連
携
を
な
く
し
て
語
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
主

役
た
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
方

の
意
見
を
聞
か
ず
し
て
、
南
伊

勢
町
の
地
域
医
療
を
語
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通

し
て
、
ま
ず
は
ご
自
身
の
健
康

の
こ
と
、
病
気
の
こ
と
に
関
心

を
持
っ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
生

活
習
慣
病
な
ど
に
共
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
﹁
適
切

な
地
域
医
療
﹂
を
目
指
し
て
共

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
今

回
の
企
画
が
そ
の
た
め
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
今
回
は
、
関
岡
先
生
に
も
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、
ま
た
私
た

ち
の
病
院
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
得

意
分
野
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　
　
町
立
南
伊
勢
病
院
　

　
　
　
　
　
院
長
　
宮
�  

光
一

　

公共事業発注見通し一覧表 （平成19年10月現在）

工　事　名 工事場所 工事期間 種　　別 工  事  概  要 入札の
方　法

入札の
時　期

予算と
の関連 所管課

特定環境保全公共下水道
（五ヶ所・切原・飯満地区）

特定環境保全公共下水道
（五ヶ所・切原・飯満地区）

特定環境保全公共下水道
（五ヶ所・切原・飯満地区）

特定環境保全公共下水道
（五ヶ所・切原・飯満地区）

漁業集落環境整備事業
（礫浦地区）

五ヶ所浦

五ヶ所浦

飯満

五ヶ所浦 5ヶ月

5ヶ月

5ヶ月

5ヶ月

5ヶ月

下水道工事

下水道工事

下水道工事

下水道工事

下水道工事

管路施設工事
Ｌ＝480ｍ
管路施設工事
Ｌ＝30ｍ
管路施設工事
Ｌ＝160ｍ
管路施設工事
Ｌ＝1,000ｍ
管路施設工事
Ｌ＝600ｍ

指名競
争入札
指名競
争入札
指名競
争入札
指名競
争入札
指名競
争入札

第4 四半期

第4 四半期

第4 四半期

第4 四半期

第4 四半期

（注）公表する内容は、公表する時点の予定であり、公表した後に変更または追加される場合があります。尚、公表する工事は、
予定価格が250万円以上です。

礫浦

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課

下水道課
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「
働
き
方
」 

　
　
　
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
「
働
き
方
」 

　
　
　
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
三
重
労
働
局
で
は
１１
月
を
﹁
過
重
労
働
・
賃
金
不
払
残
業
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
﹂
と
し
て
、

賃
金
不
払
残
業
︵
サ
ー
ビ
ス
残
業
︶
と
過
重
労
働
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
三
重
県
内
で
は
、
労
働
時
間
に
関
す
る
労
働
基
準
法
違
反
が
増
加
し
、
長
時
間
労
働
を
行

っ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
長
時
間
・
過
重
な
労
働
は
、
医
学
的
知
見
か
ら
脳
・
心
臓
疾
患︵
く

も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
等
︶
を
発
症
す
る
危
険
性
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
有

給
休
暇
の
取
得
な
ど
、
し
っ
か
り
休
息
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
働
き
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
ご
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
　
　
三
重
労
働
局
監
督
課
　

　
☎ 

０
５
９
︵
２
２
６
︶
２
１
０
６

職
員
異
動

　
１０
月
１
日
付
で
職
員
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

 (

　 ) 

内
は
前
職
、
順
不
同

　役
場
職
員

水
産
海
洋
課
課
長
兼
農
林
課

課
長

木
戸
秀
索
︵
水
産
海
洋
課
課

長
︶

総
務
課
付

中
村
邦
啓
︵
農
林
課
課
長
︶

贈らない！！受け取らない！！ 
公務員の綱紀保持について 
皆様のご協力をお願いします 

　公務員の倫理の確立が強く求められてい

ることは皆さんご承知のとおりですが、町

職員といたしましても公務員倫理の高揚と、

より信頼される公務員を目指し、引き続き

職務上利害関係が生じる業者等からの贈答

品（お歳暮など）の辞退について徹底し、

併せて住民の皆さんの疑惑を招くような行

為は厳に慎むべく綱

紀の保持に努めてま

いりますので、ご理

解、ご協力の程よろ

しくお願い致します。

御
歳
暮 

１．犬の放し飼いは止めましょう。　　　　　　　  

２．散歩の時はフンの後始末をしましょう。 

３．新たに犬を飼われた方や登録を忘れている方、若しくは新たに生まれた

　　仔犬は登録が必要です。必ず登録してください。 

４．飼犬が亡くなったり、譲渡したりまたは転出をする時は役場生活環境（室）

　　課まで連絡してください。 

 　　　　　　　　　　　　　　　役場　生活環境課 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ ０５９６－７７－０００５ 

飼主のみなさんへ！ 飼主のみなさんへ！ 
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★「点検が義務づけられている」と事実を偽  

　って販売する。 

★消防職員の服装で、消防職員のふりをして

　販売する。 

★不適正な価格や無理強いをして販売をする。

…など 

　消防署が住宅用火災警報器を販売すること

はありません。 

　ご質問、ご相談等があれば、お気軽に最寄

りの消防署まで 

第12回 三重県歯科保健大会開催
◆趣旨　県民および歯科保健関係者等を多数集め、歯

　　　　科保健について考えるとともに、歯科保健事

　　　　業および歯科衛生の普及に多大な功績のあっ

　　　　た個人および団体を表彰し、三重県の歯科保

　　　　健事業の推進と歯科保健知識の普及啓発をは

　　　　かるものとする。

◆日時　１１月２３日（祝・金）

　　　　　　　　午後１時〜３時３０分

◆場所　四日市市文化会館

◆内容　８０２０ほか表彰  

 

　特別講演

「医者が教える“医者いらず”健康法〜食生活と病気

の予防治療〜」

医学博士・石原結實氏

◆主催

　三重県、三重県教育委員会、三重県歯科医師会

「いい歯の8020表彰」コンクール結果
　三重県歯科医師会が８０歳以上で歯が２０本以上

ある方を対象に「いい歯の８０２０表彰」コンクー

ルを行いました。厳正なる審査の結果２８９名の応

募者の中から当町では次の方が表彰されます。

　三重県歯科医師会長表彰（特別賞）受賞者

　　　山下　利雄さん　　８１歳

　本町では過疎化・少子高齢化による人口減

少が進んでおります。このため、若者の定住を

促進していくための施策の一環として都市の

女性を中心とした交流（お見合い）事業を来年

三月に予定しています。

　つきましては、来月の広報「みなみいせ」に

詳しい応募要領を掲載しますので、町内在住

の男女の参加をお願い致します。

（企画商工観光課）

　　　　　　　　10月27日から 

三重県最低賃金は時間額689円に引き上げ 
　　　 　　　　　　　－最低賃金の改正についてー 

　三重県最低賃金は、本年１０月２７日から、「時間額６８９円」に、１４円引き
上げられます。
　これは、最低賃金法に基づき、三重労働局長が三重地方最低賃金審議会の答申を
受けて決定したものです。
　三重県最低賃金は、年齢・雇用形態（パート・アルバイト等）を問わず、三重県
内で働く全ての労働者に適用されます。
　なお、特定の産業に該当する事業場で働く労働者には、産業別最低賃金が定めら
れています。
「最低賃金」についてのお問い合わせは、
　　三重労働局賃金室　☎ ０５９−２２６−２１０８
　　または最寄りの労働基準監督署へお願いします。

交流（お見合い）事業の実施について（予告） 
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南伊勢町町民文化会館指定管理者　NPO法人みなみいせ市民活動ネット（MICAN） 
　　〒516-0101 三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦3917　☎ 0599－67－1011

　錦秋の11月は、ぐっと趣向を変えて、歌

謡ショーでおくつろぎください。最近、南

伊勢町にもお目見えの、ボランティアで活

躍中の一夜咲（ひとよさき）さんのワンマ

ンショーです。美空ひばりのヒットメロデ

ィーや懐かしい歌謡曲、童謡など、サービ

ス精神にあふれた、心あたたまるショーを

ご堪能ください。楽しさ請け合いです。

入場は無料です。

と　き　11月17日(土曜日) 午後1時30分  
ところ　2階ロビー特設ステージ 

　9月に続き、わが町のエコロジー写真
家根本正人氏の写真展を開催いたしま
す。好評だった「花」に続く４回シリ
ーズの第２回は「昆虫」です。 
開催期間　11月18日から30日まで 

「ギャラリーみかん」からのお知らせ 

童話の朗読会開催のお知らせ 

　3 階南伊勢図書室では、毎月仲西榮助さ
んによる童話朗読会を行っています。 
　会費は無料です。 

11月18日(日曜日)  午前10時30分 

コヤマプレゼンツ　ロビーコンサートのお知らせ 

温
坊
と
駱
駝
山
へ 

　
　
　
尾
根
歩
き
登
山 

　
健
脚
コ
ー
ス
で
す
が
眺
望
は
す
ば
ら
し
く
温
坊
と
駱
駝
山
の
２

ヶ
所
か
ら
の
展
望
で
す
。 

　
斎
田
か
ら
駱
駝
の
こ
ぶ
の
よ
う
な
駱
駝
山
が
、
伊
勢
路
か
ら
伊

勢
方
面
に
向
か
う
と
大
き
く
み
え
る
の
が
温
坊
で
す
。
駱
駝
山
か

ら
温
坊
ま
で
尾
根
歩
き
を
楽
し
み
ま
す
。 

 

１
、と
き   

１２
月
２
日︵
日
︶

     

雨
天
中
止
の
場
合
　
　
　

　
　
　
　
　
１２
月
９
日︵
日
︶               

２
、集
合
場
所
　

     

南
伊
勢
町
斎
田
多
目
的
集

　
　
会
所

３
、受
付
　

     

午
前
８
時
３０
分
ま
で

４
、コ
ー
ス
　

　   

林
道
奥
山
線
口
︱
温
坊
︱

      

奥
山
︱
駱
駝
山
︱
林
道
奥

      

山
線
口

５
、準
備
物
　

      

登
山
が
で
き
る
服
装
と
靴
、

      

弁
当
、水
筒
な
ど

６
、参
加
費
　
会
員
２
０
０
円

　
　
　
　
　
一
般
５
０
０
円

７
、申
し
込
み
　
　

　  

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。当
日
受

      

付
へ

８
、
① 

雨
天
中
止
で
す
が
迷
わ

　
　
れ
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ

　
　
せ
く
だ
さ
い
。

　  

② 

地
球
の
環
境
の
た
め
に 

       

も
乗
り
合
わ
せ
で
ご
参
加

　
　
く
だ
さ
い
。

　  

③ 

簡
単
な
保
険
に
加
入
し

　
　
ま
す
が
自
己
責
任
で
す
。

主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
南
勢
テ
ク
テ
ク
会

後
援
　
南
伊
勢
町

お
問
い
合
わ
せ
は

事
務
局
　
　
　
　

☎ ０
５
９
９︵
６
５
︶３
０
５
７

携
帯 

０
９
０-

７
０
４
４-

３
８
０
２

　
こ
の
事
業
は
、﹁
公
益
信

託
自
然
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
フ
ァ
ン
ド
﹂の
支
援
で

実
施
し
ま
す
。

 

一夜咲 歌謡ショー 
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◎13：00－17：00 
○15：40－17：00 
●12：35－13：15, 15：40－17：00 
△ 9：00－17：00 
×地域開放日ではありません 
 ● 開館日は会議出張等で変更することがあります。
　ご了承ください。 
 ● ホームページにて南勢校舎図書館の活動を紹介
　しています。 
 http://www.mie-c.ed.jp/hnanse/library/l-top.htm

□9月5日（水）　地域を支え輝く仕事～進路に関する総合学習～＜写真・左＞ 
　南島校舎では、この日、進路に関する総合学習を実施しました。まず、DVD「優しさと愛

が溢れる美容室！―お客様が離れない、社員が辞めない。人が輝く"心の経営"―を視聴した後、

「地元の経営者として後輩たちに伝えたいこと」と題して平産業代表取締役の小田亘さんに講

演いただきました。続く先輩体験談では3名の卒業生を迎え、生徒の質問も交えながら「地域

を支え輝く仕事」をテーマに懇談しました。 

【生徒感想】●自分にはコミュニケーション能力や仕事をやる上での目的意識が不足している

ことがわかりました。 

●試験本番では適度な緊張感を持って、顔にしっかり自信を出していきたいです。 

□9月7日（金）　真剣！防災非難訓練＜写真・中＞ 
　南勢校舎では、この日、火災を想定した防災避難訓練を実施しました。志摩広域消防組合南

勢分署から４名の署員の方にお越しいただき、各クラス代表が実際に消火器や消火栓を用い、

消火・放水体験を行いました。万が一の時、安全迅速に行動でき、さらに地域の担い手として

活動できることが期待される真剣な訓練風景でした。 

□ 後期生徒会役員選挙＜写真・右（南勢校舎）〉　南勢校舎では９月12日（水）に、南島校舎では９
月20日（木）に後期の生徒会役員選挙が行われました。選出された役員が中心となって文化祭

の企画・運営等を行いますが、特に南島校舎では最後の生徒会役員、そして文化祭となります。

役員の活躍と全校生徒の協力ですばらしい学校作りを目指します。 

□南勢校舎文化祭 
　南勢校舎の文化祭は11月16日(金)、17日(土)に開催されます。 

□南島校舎　文化祭の一般公開について 
　南島校舎は、11月10日（土）に行う文化祭を午前11時から午後2時15分まで一般に公開します。

南島校舎で行う最後の文化祭です。是非、お越しください。 

月　　火　　木　　金 
 
 
6 
◎ 
13 
◎ 
20 
◎ 
27 
◎ 

 
 
5 
◎ 
12 
◎ 
19 
× 
26 
◎ 

1 
◎ 
8 
◎ 
15 
× 
22 
◎ 
29 
◎ 

2 
◎ 
9 
◎ 
16 
× 
23 
× 
30 
◎ 

月　　火　　木　　金 
 
 
6 
○ 
13 
× 
20 
○ 
27 
○ 

 
 
5 
○ 
12 
× 
19 
○ 
26 
○ 

1 
○ 
8 
○ 
15 
○ 
22 
○ 
29

2 
○ 
9 
○ 
16 
○ 
23 
× 
30

※各校舎とも地域の皆様に利用していただくよう 
　図書館を開放しています。　　　　　　　 

□図書館開放予定日　11月カレンダー  
　南勢校舎図書館        　　南島校舎図書館　
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ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や 

Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
相
談
に
つ
い
て 

　﹁
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
﹂︵
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
︶お
よ
び
﹁
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
﹂︵
Ｄ
Ｖ
防
止
法
︶
の
法
施
行

後
、
警
察
に
は
多
数
の
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
被
害
者
の
中
に
は
警
察
等
へ
の
相
談
を
た
め
ら
い
、
被
害
が
深
刻
に
な
っ
て
か

ら
相
談
に
訪
れ
、
解
決
が
遅
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
被
害
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
不
安
や
恐
怖
を
与
え
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
配
偶
者
な
ど

に
よ
る
暴
力
、い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ︵
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
︶は
、﹁
犯
罪
行
為
﹂で
あ

り
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
重
大
な
犯
罪
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
は
、
被
害
者
が
警
察
や
関
係
機
関
に
早
い
段
階
で
相
談
す
れ

ば
、
被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
が
図
ら
れ
、
迅
速
な
解
決
が
見
込
め
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ
い
て
は
、
相
手
方
の
検
挙
の
ほ
か
、
加
害
者

へ
の
警
告
や
被
害
者
へ
の
支
援
な
ど
の
措
置
を
執
る
と
共
に﹁
配
偶
者
暴
力
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂

︻
三
重
県
女
性
相
談
所
︼な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
被
害
者
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
対

応
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
方
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
警
察
本
部
ス

ト
ー
カ
ー
対
策
室
　
☎ 

０
５
９
︵
２
２
２
︶
０
１
１
０
　
内
線
　
３
０
５
４

ま
た
は
、
お
近
く
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
暴
力
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
三
重
県
女
性
相
談
所
︶

☎ 

０
５
９
︵
２
３
１
︶
５
６
０
０

学校臨時用務員募集 
募集人員　臨時用務員１名

雇用期間　平成19年12月1日〜平成20年2月29日

　　　　（最長６ヶ月の期間延長する場合あり）

応募資格　　年齢５５歳以下および町内小中学　

　　　　　校に通勤可能な方。

勤務時間　　１日８時間

　　　　（午前７時30分〜午後４時15分まで）

賃　　金　　日額 ６, 0 0 0 円 （時給 7 5 0 円）

通 勤 費　（役場の規定による）

社会保険等　健康保険・厚生年金保険・雇用保険

提出書類　　履歴書（市販のもので可、写真を　

　　　　　添付）

提 出 先　　役場総務課（南勢庁舎）または総　

　　　　　務室（南島庁舎）

提出期限　　11月16日（金）必着

面 接 日　　日時　11月23日（祝・金）　

　　　　　　　　　午前10時

場　　所　　役場 南勢庁舎　３階第３会議室

　※ お問い合わせは教育委員会事務局までお願

        いします。　☎ ０５９６−７６−０００１

文化振興・人権フォーラム 

と　き　11月25日（日）午後１時30分〜４時頃

ところ　県営サンアリーナ　レセプションルーム

内　容　

○舞、基調講演「舞人  西川まさ子  妻として母　　

　として」西川まさ子さん（日本舞踊  西川流  師範）

○パネルディスカッション

　「文化力と女性力で元気な地域を創る」

　　・パネラー　西川まさ子さん

　　　　　　　　前田世利子さん

　　　　　　　　　（伊勢市おはらい町会議）

　　　　　　　　山本加奈子さん（島の旅社）

　　・コーディネーター　土川　禮子

　　　　　　　　　（名古屋経済大学非常勤講師）

※このほか、健康体操の体験やＮＰＯ活動の紹介

　コーナーもあります。

定　員　約１５０人（先着順）

参加費　無料

申込方法　11月１日（木）から電話、ファックス、

　　　　　メールで下記までお申し込みください。

問い合わせ先　三重県伊勢県民センター総務・生

　　　　　　　活室

　　　　　TEL 0596−27−5118　Fax 27−5251   

女
性
に
対
す
る

暴
力
根
絶
の
た
め
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
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「南伊勢ブランド」認定申請募集 
「南伊勢ブランド」認定申請を下記のとおり募集します。
応 募 先　〒516-0194 南伊勢町五ヶ所浦3057　役場企画商工観光課
募集期間　11月１日〜11月30日
認定対象および認定申請資格
１．認定対象　原則として南伊勢町内で生産または製造された産品
２．認定申請資格
　　農業、林業、漁業もしくは製造者を営む個人、法人又はこれらを営む
　もので組織される法人もしくは団体であって、原則として町内に主たる
　事業所を有する方で、かつ南伊勢町が賦課徴収する全ての税および料に
　未納がない方です。
申請方法
　　南伊勢ブランド認定申請書に必要事項を記載のうえ、関係書類を添え
　て申請受付窓口まで郵送または持参してください。（午後５時までです）
　なお、申請にあたっては「南伊勢ブランド認定要綱」を熟読してください。
【提出部数】８部
審査方法　南伊勢ブランド認定委員会が認定基準に基づき
　　１．コンセプト　２．独自性・主体性　３．信頼性　４．市場性　５．将来性
　　の５つの観点からなる認定審査を行います。
認　　定　町長は申請案件について、南伊勢ブランド認定委員会に対して諮
　問し、その審査結果を受けて町長が認定します。
注意事項
　　⑴  申請書類は、返却しません。
　　⑵  申請書類の内容については、当該審査以外に使用する事はありませ
　　んが、特別なノウハウや営業上の秘密事項については、法的保護をおこ
　　なうなど申請者の責任で対応してください。

問い合わせ先　役場　企画商工観光課
　　　　　　TEL ０５９９−６６−１３６６　FAX ０５９９−６６−１８４６
　　　　　　e-meil  kikaku@town.minamiise.mie.jp

三重県立度会特別 
支援学校文化祭 
日　時　11月17日（土）

　　　　　午前９時15分

　　　　　　　〜午後２時30分

場　所　三重県立度会特別支援

　　　　学校　

　　　　　度会町大野木1825

内　容　「よさこい　みなこい　

　　　　文化祭」

　児童・生徒作品等の展示や模擬

店、PTAバザーなどを行います。

児童・生徒、職員一同、たくさん

の方々にお会いできることを

楽しみにお待ちしております。

午前９時15分　開会式

　　10時　グループ企画・作品

　　　　　展示・PTAバザー

午後１時20分　全体企画（「舞祭

　　　　　会」によるソーラン）

　　２時10分　閉会式　

問い合わせ先　

　度会特別支援学校

　☎  ０５９６−６２−０５６２

介護保険認定調査員の募集 
鳥羽志勢広域連合では、介護保険の訪問調査を行う認定調査員を募集します。
１．募集職種　　介護保険認定調査員（嘱託員）
２．募集人員　　１名
３．応募資格　　
　　　介護支援専門員、保健師、看護師、社会福祉士、介護福祉士および
　　「これに準ずる資格」を有する人、または老人福祉施設等での実務経験
　　のある人で下記の要件にすべて該当する人。
　　①高校卒業または、同等以上の学力を有する人
　　②志摩市磯部町の広域連合事務所まで通勤可能な人
　　③地方公務員法第16条の欠格条項に該当しない人
　　④普通自動車運転免許を有する人
４．申し込み期間　11月８日（木）〜11月21日（水）までの土曜日、日曜日を
　　　　　　　　　除く日の午前８時30分から午後５時15分まで
５．申し込み方法　　
　　　願書（鳥羽志勢広域連合事務所、鳥羽市役所総務課、志摩市役所各支
　　所の地域振興課、南伊勢町南勢庁舎総務課および南島庁舎総務室に
　　備付け）に次の書類を添えて鳥羽志勢広域連合へご持参ください。
　　①履歴書（備付けのものに写真を貼付。写真は上半身・脱帽・正面向・
　　　無背景で受験日３ヶ月以内に撮影したもの）
　　②応募資格を証明する書類の写し
６．選考の方法　次のとおり、試験によって選考します。
　　⑴ 試　　験　　日　　時　11月28日（水）午前９時３０分から
　　　　　　　　　 場　　所　志摩市磯部農業就業改善センター２階　
　　　　　　　　　 試験内容　作文・面接
　　⑵ 結果発表　　本人に書面で通知します。
７．採用予定日　平成20年１月１日
８．賃 金 等　　賃金月額175,360円（通勤手当、期末手当、社会保険制度あり）
９．問い合わせ先　　
　　　　　　　　〒517−0214　志摩市磯部町迫間22番地
　　　　　　　　鳥羽志勢広域連合総務課　　☎ ０５９９−５６−１０３０

足場の組立て等 
作業主任者講習 

・日　程　　

　　11月29日（木）〜30日（金）

・会　場　　

　　三重県建設労働組合伊勢支部

　　第２会館

・受講料　７,５００円

　　　　　（テキスト代含）

・受講資格　21歳以上

　　（足場の組立、解体等の作業

　　　に３年以上従事した方）

・定　員　40名

　　　（定員になり次第〆切）

・申込時に必要なもの
　　印鑑、受講料、写真２枚

　　（横2.5cm×縦3.5cm）

・申込・問い合わせ先
　　三重県建設労働組合伊勢支部

　　伊勢市一之木４丁目644-3

　　☎ ０５９６−２３−５５３５　
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９
月
２０
日
、
稲
葉
町
長
が
今
年
１

０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
大
野
静
代
さ

ん︵
贄
浦
︶、小
島
ひ
さ
尾
さ
ん︵
道
行

竈
︶
を
訪
問
し
、
内
閣
総
理
大
臣
と

南
伊
勢
町
の
祝
い
状
お
よ
び
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
９
月
２０
日
、
南
伊
勢
町
町
民
文
化
会

館
駐
車
場
で
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
勢
署
や
伊
勢
地
区
交
通
安
全
協
会
、

商
工
会
女
性
部
な
ど
約
５０
人
と
、
白
バ

イ
ク
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
９
台
の
車
両
が

参
加
し
、
国
道
２
６
０
号
線
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
、
﹁
飲
酒
運
転
根
絶
﹂

﹁
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
﹂
と
書
か
れ
た

ボ
ー
ド
を
掲
げ
た
り
、
運
転
手
に
チ
ラ

シ
を
配
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　　
１０
月
１２
日
、
南
勢
中
学
校
、
南
島
西

中
学
校
の
生
徒
５
人
が
２６
日
か
ら
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
出
場
の
報
告
に
南

伊
勢
町
役
場
︵
南
勢
庁
舎
︶
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　
南
勢
中
学
校
よ
り
、
東
海
里
香
さ
ん

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
高
松
麻
妃
さ
ん

走
り
幅
跳
び
、
山
本
悠
介
さ
ん
１
１
０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
南
島
西
中
学
校
か
ら
は

守
田
り
え
さ
ん
砲
丸
投
げ
、
濱
地
明
衣

さ
ん
１
５
０
０
ｍ
に
出
場
し
ま
す
。
町

長
よ
り
﹁
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
激

励
を
受
け
ま
し
た
。

１０
月
１１
日
、
町
民
文
化
会
館
に
て
、

南
伊
勢
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

老
人
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
か
ら
７
０
０
人
程
参

加
し
午
前
の
式
典
で
は
地
域
活
動
等
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
や
表
彰
状

の
授
与
が
あ
り
こ
の
後
、
教
育
問
題
研

究
家
の
宇
佐
美
覚
了
氏
に
よ
る
﹁
高
齢

者
だ
か
ら
実
感
す
る
人
生
の
妙
味
と
幸

せ
﹂
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
芸
能
発
表
会
が
あ
り
唄
や

踊
り
が
披
露
さ
れ
会
場
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

小島ひさ尾 さん 

大野静代 さん 
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わが家のアイドル 運転免許証の更新のお知らせ 

　初めまして！皆から『こうちゃん』って呼
ばれてます。僕は乗り物にハマってて、車や
バスを見るのが大好きなんだよ。あと、南勢
サロンで友達や滑り台で遊ぶのも大好きだな。
晴れた気持ちの良い午前中には、おじいちゃ
んに手を引いてもらって町文の辺りを散歩し
ているよ。見かけたら声をかけてね。ヨ、ロ、
シ、ク！ 

  五ヶ所浦（ご両親は、竹内浩昭・紀子さん） 

竹内  康一郎 ちゃん 
18年・2月 
3日生まれ 

たけ うち    こう いち ろう 

▼とき・ところ 

　11月８日（木）　午前10時～10時45分 

　　ふれあいセンターなんとう多目的ホール 

　11月22日（木）　午前10時～10時45分 

　　南伊勢町町民文化会館 

お知らせハガキに指定された場所で更新の手続 
きをお願いします。　 

更新手続きに必要なもの 

①お知らせハガキ　②運転免許証

③手数料　　　　　④写真（3㎝×2.4㎝）

●詳しくは、
　伊勢警察署（☎ 0596−20−0110）
　防災安全課（☎ 0599−66−0255）
　地域サービスセンター総務室
　　　　　　（☎ 0596−77−0001）まで

平成19年 11月 

「犯罪被害者週間」 
目 的

　犯罪被害者週間は、当該期間における集中的

な啓発事業等の実施を通じて、犯罪被害者等が

置かれている状況や犯罪被害者等の名誉または

生活の平穏への配慮の重要性等について、国民

の理解を深めることを目的とする。

実施期間

　毎年11月25日から12月１日までの１週間

秋
季
全
国
火
災 
          

予
防
運
動 

１１
月
９
日（
金
）か
ら
１１
月
１５
日（
木
）ま
で
実
施 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　
新
築
住
宅
は
平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

も
平
成
２０
年
５
月
３１
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、
あ
な
た

の
家
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

年金相談の受付時間 
を変更しました 

　オンラインシステム変更

のため、しばらくの間相談

時間を下記のように変更さ

せて頂きます。

平日 月曜日 　　

　午前８時30分〜午後７時

火〜金曜日 

　 午前８時30分〜午後５時15分

土日祝

※ 第２土曜日

   午前９時30分〜午後４時

 (テナントビルの管理上、

土曜日の開庁が出来ない所

があります。)

問い合わせ先　

    三重社会保険事務局

    ☎  059-226-2223

火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
の
用
心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

志

摩

広

域

消

防

組

合

紀
勢
地
区
広
域
消
防
組
合
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1 

8 

15 

22 
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金 

2 

9 

16 

23 

30

土 

3 

10 

17 

24

nformation

情報 

健康福祉課事業 11月1日～11月30日 

成人関係 

事　業 月　日 受付時間 実 施 場 所 対　象　者

成　　人
健康相談

11月27日㈫

11月29日㈭

成人健康相談をご希望の方は、健康福祉課
（0599-66-1114）までご予約をお願いします。

役場南勢庁舎（五ヶ所浦）

ふれあいセンターなんとう（村山）

13：30〜15：30

13：30〜15：30

事　業 月　日 時　　間 実 施 場 所 対　象　者

11月27日㈫

11月29日㈭

11月15日㈭

11月８日㈭

11月９日㈮

役場南勢庁舎（五ヶ所浦）

ふれあいセンターなんとう（村山）

ふれあいセンターなんとう（村山）

町民文化会館（五ヶ所浦）

ふれあいセンターなんとう（村山）

９：30〜11：30

10：00〜12：00

乳幼児関係 

乳 幼 児
健康相談

１歳半・
3歳児健診

乳幼児（主な対象者は、5・7・12・24ヶ月の

　　　　お子さんです。）

１歳半児対象；平成18年3月1日〜4月30日生
３歳児対象；平成16年4月1日〜5月31日生

受付時間
12：15〜13：00

成
人
式
へ
の
ご
案
内 

と
　
き
　
平
成
２０
年
１
月
４
日
（
金
） 

受
　
付
　
午
前
１０
時
３０
分
よ
り 

と
こ
ろ
　
町
民
文
化
会
館
（
五
ヶ
所
浦
） 

　
対
象
者
は
、
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
な
お
、
ご
案
内
は
町
内
に
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
通
知
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
町
内
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
成
人
式
へ
の
出
席
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
っ
て
通
知
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
１１
月
２６
日︵
月
︶ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

☎
０
５
９
６
︵
７
６
︶
１
０
１
１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

献血のお知らせ 献血のお知らせ 
○11月7日（水） 

・午後1時30分～3時 

　　南伊勢町役場　南勢庁舎 

・午後3時30分～4時30分 

　　町立南伊勢病院 

※なお、ご協力の際、初めての方 

は本人確認が必要となりましたの 

で、免許証、保険証をご持参くだ 

さい。 

 

〜
通
知
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
該
当
者
の
方
は
お
越
し
く
だ
さ
い
〜 

10：00〜12：00わいわいクラブ
（離乳食教室）

離乳食に興味のある方
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平成19年 11月 

各業務の問い合わせは 各業務の問い合わせは 各業務の問い合わせは 

◆南勢庁舎　市外局番（0599） 
総務課 
行政改革推進室 
防災安全課 
企画商工観光課 
税務課 
住民保険課 
健康福祉課 
介護福祉課 
地域サービスセンター 
　産業土木室 
　生活環境室 
　南勢クリーンセンター 
　南勢一般廃棄物最終処理場 
　切原コンポストセンター 
会計課 
議会事務局 
（FAX）議会フロア 
（FAX）総務フロア 
（FAX）企画フロア 
（FAX）事務課フロア 
（FAX）地域サービスフロア 
愛州の館 
町立南伊勢病院 
◆南島庁舎　市外局番（0596） 

建設課 
水産海洋課 
農林課 
下水道課 
水道課 
生活環境課 
クリーンセンターなんとう 
地域サービスセンター 
　総務室 
　住民室 
学校教育課（ふれあいセンターなんとう） 
 
生涯学習課（ふれあいセンターなんとう） 
 
（FAX）1階フロア 
（FAX）2階フロア 
（FAX）ふれあいセンターフロア 
 
 ◆出張所 

南伊勢町役場宿田曽出張所 
 
南伊勢町役場中島出張所 
 
南伊勢町役場鵜倉出張所 
 
南伊勢町役場島津出張所 

66－1111 

66－1154 

66－0255 

66－1366 

66－1112 

66－1116 

66－1114 

66－1115 

 

66－1250 

66－2206 

66－0057 

65－3082 

66－0030 

66－1770 

66－1781 

66－2164 

66－1904 

66－1846 

66－2166 

66－1113 

66－2440 

66－0011

77－0008 
77－0007 
77－0006 
77－0009 
77－0010 
77－0005 
76－1233 
 
77－0001 
77－0011 
 
76－0001 
 
76－1011 
76－0279 
76－1660 
 
76－1114

0599－69－2001 
 
0596－72－1040 
 
0596－72－0004 
 
0596－78－0001

11
月
の
納
税
と
納
付 

国民健康保険税　８期分（11月分） 

住　　宅　　料　11月分 

水　　道　　料　10月分 

下水道使用料　10月分 

浄化槽使用料　10月分 

介 護 保 険 料　８期分（11月分） 

子育て支援事業 問い合わせ先　☎ 0596－72－1014（子育て支援センター） 
　　　　　　　☎ 0596－76－0076（南島子育てサロン） 
　　　　　　　☎ 0599－66－0015（南勢子育てサロン） 

★ 南勢サロンの駐車場は旧五ヶ所中学校の校舎の前です。
　体育館前の傾斜の所は危険ですので、止めないでください。

事　　　　業 月　日 時　間 実　施　場　所 対象者

親子ふれあい広場

訪　問　事　業

園　庭　開　放

11月１日㈭

11月21日㈬

11月８日㈭・15日㈭

11月７日㈬

11月13日㈫

11月14日㈬

11月28日㈬

11月６日㈫

10：30
〜11：30

10：00
〜11：00

10：00
〜11：30

10：30
〜11：30

ふれあいセンターなんとう（村山）
（人形劇公演）

南勢子育てサロン（船越）
（手作り講座）（リース）

穂原園

神原園

南勢子育てサロン（船越）

南勢子育てサロン（船越）

子育て支援センター（阿曽浦）

未入園児

歌で楽しもう 

パネルシアター 

仲良し無料 
マーケット 

未入園児

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
ド
ル
フ
ィ
ン

ク
ラ
ブ

　
月
の
障
が
い
者（
児
） 

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ 

　
三
重
済
美
学
院
『
ブ
レ
ス
』

が
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

● 

１１
月
８
日（
木
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
役
場
南
勢
庁
舎 

● 

１１
月
２２
日（
木
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

場
所
　
役
場
南
島
庁
舎 

※
で
き
る
だ
け
当
日
ま
で
に

　
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
巡
回
相
談
日
に
来
庁
す
る

　
こ
と
が
難
し
く
、
訪
問
に

　
来
て
ほ
し
い
な
ど
と
い
っ

　
た
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す

　
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。 

問い合わせ先　　伊勢・度会地区障害相談支援センター 

三重済美学院『ブレス』（〒516-0077 伊勢市宮町1丁目5-20） 
    ☎：0596－20－6525　ＦＡＸ：0596－20－6535 
    メール：breath@mie-saibi.or.jp　 
　 ホームページ：http://www.mie-saibi.or.jp 
介護福祉課　☎ 0599－66－1115 
住　民　室　☎ 0596－77－0011

　南伊勢町・朗読ボランティア「さえずり会」「なぎさ会」では、「広報みなみいせ」をカセットテ 
ープに音訳し、目の不自由な方や高齢者のみなさんに聞いていただいています。テープの必要 
な方は南伊勢社会福祉協議会までご連絡ください。☎ 0599－66－1211

11
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日 月 火 水 木 金 土 
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3 
 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
 
17 
 
 
 
 
 
24 
 
 
 
 
 
 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

ペットボトル 

発泡スチロール 

ペットボトル 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

燃えるごみ 

缶・燃えないごみ 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

その他プラスチック 
白色トレー 

缶・燃えないごみ 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

その他プラスチック 
白色トレー 

缶・燃えないごみ 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

その他プラスチック 
白色トレー 

その他プラスチック 
白色トレー 

その他プラスチック 
白色トレー 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【島津・吉津】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【五ヶ所・南海】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【宿田曽・神原・穂原】 

資 源 ご み 
（紙類・布類・牛乳パック） 
【鵜倉・中島】 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

な
ん
と
う
持
込
可 

南
勢
最
終
処
分
場 

不
燃
物
持
込
可 

11月 11月 NOVEMBERNOVEMBER
（11／1  11／30） ▲

 ごみ収集カレンダー 分別収集にご協力ください。 

コレステロール教室 
●11月16日（金）・30日（金） 
　　　　　　午前10時～11時 

糖尿病食事教室（昼食付き） 
●11月9日（金）のみ 
　　　　　　午前11時～午後12時30分 

　昼食付きです。付き添いの方にも500円で 
　昼食をお出しできます。 
●場　所　町立南伊勢病院2階会議室 
●申込み　☎ 0599－66－0011　 

　　　　　　　　　管理栄養士　山本恵以 

町立南伊勢病院11月勤労者外来診療 
土曜日 
　午前9時～午前11時30分まで 
　　　　☎ 0599－66－0011

ビン・ガラス類 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

栄養コーナー 

材　料（4人分） 
柿　　　　　小１個 
ほうれん草　1束200g 
マカロニ　　大さじ３(25g) 
マヨネーズ　大さじ４ 
塩　　　　　少々 
こしょう　　少々 

作り方 

● 柿とほうれん草のサラダ 

発泡スチロール 

燃えるごみ 

缶・燃えないごみ 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

生ゴミ、水切りしっかりと。 

ビン・ガラス類 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

ビン・ガラス類 
【宿田曽・神原・穂原】 
【鵜倉・中島】 

ビン・ガラス類 
【五ヶ所・南海】 
【島津・吉津】 

粗 大 ご み 
  【宿田曽・神原】 

粗 大 ご み 
  【五ヶ所】 

粗 大 ご み 
【南海・穂原】 

勤労感謝の日 

文化の日 

　今が旬の柿はビタミンＣたっぷりの果物です。「柿が赤くなると、
医者が青くなる」というように、栄養的にも、ビタミンＣ、Ｂ1、Ｂ2、
カロチン、ミネラルなどを多く含んだ優れものです。ほうれん草も
ビタミンＣ、カロチン、鉄を多く含みます。今回はその最強のコン
ビをサラダにしました。柿の甘さを感じる一品です。どうぞお試し
ください。 

 ❶  柿はいちょう切りにする。ほう
れん草は茹でて水に取り、よく絞っ
た後 2～3cmの長さに切る。マカロ
ニはやわらかく茹でて冷ましておく。 
❷ボールに柿、ほうれん草、マカロ
ニを入れてマヨネーズを加え混ぜ合
わせる。塩こしょうで味を調える。 
 
　　　　　管理栄養士　山本恵以 


